
760 CHEMOTHERAPY JUN. 1985

皮 膚科 領 域 に おけ るSultamicillinの 使 用 経験

柳田 一朗 ・中川 光 子 ・朝 田 康夫

関西医科大学皮膚科学教室(主 任:朝 田康夫教授)

Sultamicillinは,米 国Pfizer社Groton中 央研究所で開発された経口用半合成 β-lactam剤 で

ある。

今回われわれは,皮 膚科領域の感染症に臨床応用した結果次の成績を得た。対象とした感染症は,

18例 で痛6例,二 次感染8例,蜂 窩織炎1例,毛 嚢炎1例,療 疽1例,擁1例 であった。判定結果は,

著効8例,有 効8例,や や有効2例,無 効0例 であった。

副作用は,1例 に一過性の下痢を認めたのみである。臨床検査を施行 した5例 において異常は認め

られなかった。

Sultamicillinは,新 た に開 発 され た経 口川 の半 合 成 β

-ラ クタム抗 生 剤 で あ り
,β-lactamase阻 害 剤で あ るsul-

bactamとampicillinと をエ ステ ル結 合 を した もの で あ

る。 今 回わ れ われ は,sultamicillin経 口剤の 臨 床的 効 果

を皮 膚 科領 域 の感 染症 に お い て検討 した の で報告 す る.

I.臨 床 試 験

治 療 対 象:昭 和58年4月 か ら10月 終 りに か け て 関 西

医科 大学病 院 皮 膚科 を受 診 した 患者18例 で1そ の 内 訳 は

癌6例,二 次 感 染8例,蜂 窩 織 炎1例,毛 嚢 炎1例,療

疽1例,類1例 で あ る。

投 与 方法:375mgの 錠 剤 を用 い,17例 で は1回1錠

1日3回,1例 では1回1錠1日3回 の 後,1回1錠1

日2回 食 後に 経 口投 与 した。

投 与期間:4Hか ら1611で あ っ た、、

効 果 判定:柊 痛,発 赤,腫 脹,排 膿,熱 感,膿 炮 を指

標 と した。 また皮疹 の 経過 に よ り著 効,有 効,や や 有 効,

無 効 の4段 階 に 分 け た。

細菌 学 的 検査:皮 膚感 染病 巣 よ り分 離 したS.ameus

7株S.epidemdな10殊 に 対す るsultamicillin,AB

PCのMICを 検 討 した。

II.結 果

1)抗 菌 力:S.aurcu5に 対 す るsultamicillinの

MICのpeakは3.13μg/mlと12.5μg/mlで あ り

ABPCで は100μg/mlで あ った。 ま たMIC25μg/ml

以 上 の株 はsultamicillin0株1,ABPC4株 で あ り,

sultamicillinは 耐 性側 で も優れ て い た。S.epidermld.

な に 対 してsultamicillinのpeakは0 .78μg/mlで あ り

全例625μg/ml以 下 であ り,ABPCで は0.20μg/ml

～25μg/mlま で分 布 のpeakが4つ あ り
,25μg/ml以

上 の 株 も2株 み られ た。

2)臨 床 成 績:症 例 を ま とめ る とTable1の とお り

であ り,臨 床 効 果 だけ を まとめ る とTable2に 示す とお

り本剤 使 用18例 の うち著効8例,有 効8例 お よびやや有

効2例 の 効果 が え ら才し その 有効 率 は著効,有 効 を合算

す る と88.9%の 成 績 が得 られ た。

次 に疾 患 別 に検 討 した。痂 では,著 効4例,有 効2例,

やや 有 効,無 効 は 認め ず よ く奏効 した。 二次感染 では著

効3例,有 効4例,や や 有効1例,無 効 は認め なか った。

蜂窩 織 炎は,有 効1例 で著 効,や や 有効,無 効 ともに認

め なか った。 毛嚢 炎は やや 有効1例 で著 効,有 効,無 効

は 認め な か った 。療 疽 は有効1例 で著 効,や や 有効,無

効 は 認 め なか った。窟 は著 効1例 で有効,や や 有効,無

効 は 認め なか っ た。

3)副 作 用:全18例 の うち副 作用 と しては,1例 に下

痢 を認 め たの み で あ り,他 に 副作 用 と考 え られ る症状の

発現 は なか った。 なお 臨床 検査 成 績か ら もま った く副作

用 は 認め られ なか った(Table3).

III.考 察

Sultamicillinは,半 合成 経 口 β-ラ クタム抗 生剤であ

り β-lactamase阻 害 剤 で あ るsulbactamとampicil-

linの エ ステ ル結 合 した 単一 分 子 で あ る。 β-ラ クタム耐

性 機 構 は β-lactamaseに よ りペ ニ シ リン系や セフ ァロ

スポ リン系薬 剤 の β-ラ クタム環 を開 裂 して抗 菌活性を

夫活 させ る酵 素 に あ る。 ペ ニ シ リン系に 作用す るものを

penicillinaseセ フ ァ ロ ス ポ リン系 に 作 用す る もの を

cephalosporinaseと い い,グ ラム陽性 菌はpenicillin-

aseで あ りcellbound penicillinaseの 形で作 られ,こ

れ が 菌体 外 に分 泌 され る。グラム陰1生菌 はpenicillinase

とcephalorinaseで あ り,細 胞 壁 の外 側にoutermem-

braneを 持 っ て い るた め 分 泌 しな い で形 質膜 の表面な
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Table 2 Overall clinical efficacy of SBTPC classified the diagnosis

Table 3 Laboratory findings-1

Laboratory findings-2
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いしperiplasmicspaceに 存 在 す る と 考 え られ て い

る1)。Sulbactamは β-1actamaseの う ちpenicillinase

型を強 くcephalospor{nase型 を 中 程 度 に不 活 化 す る

ためampicillin耐 性菌 に 対 して 抗菌 力 が 増 強 さ札 さ

らにsulbactumの 持 つ抗 菌 力 に よ り本 剤 は よ り広 い 抗

菌 スペ クトラム を示 す と考 え られ る。

全国集計 のデー タ2をに よ る と,S.aureuSに 対 す るsul-

tamicillinのMICの 分 布 のpeakは3.13μg/mlに あ

りわれわれ のデー タ と一致 してい る。 またSepi4er7漉

diaに 対 す るMICの 分 布 のpeakは0.10μg/m1と

0.78μg/mlと に あ り,わ れ わ れの デ ー タは0.78μ9/ml

であり一 方のpeakに 一 致 して い る。

皮膚科 領域 の感 海18例 に 対 す るsultamicillinの 我

々の臨床 治療 成績 は,本 剤1日750mg～1125mgを4日

～16日 間に わた り経 口投与 を行 な っ た結 果,有 効 例 で は

3～4日 で主要症 状 が消 失 軽 快 し,ほ とん どの 症例 は4

～8日 で 自他 覚 的所 見 が 消 退 改 善 され 治 癒 させ 得 た。

Sultamicillinの 臨 床 治療効 果 は,著 効8例,有 効8例 お

よびやや有効2例 であ り,無 効 は認 め なか っ た。 その 有

効率は88.9%と 好成績をおさめており,本 剤の臨床応用

における有用性の高いことを証明しえたと思われる。ま

たS.aureus,S.epidemidisに 対 するMICの 検 索に

おいてsultamicillinとABPCと を比較した=場合,sul-

tamicillinのMICはABPCよ りも低いことを認め得

た。また,SUItamiCillinの 臨床治療効果と病巣分離菌の

MICと の間には相関関係が認められた。

副作用に関しては,各 科領域における集計成績2〕にお

いて全使用症例の6.4%の 発現率が報告されており,そ

のほ とんどが消化器症状であり,一 部アレルギー症状 も

認められた。我々の症例では18例 中1例 にのみ(5.6%〉

下痢を認めた。5例 でおこなった投与前後の末梢血液像

肝腎機能,尿 検査等には,本 剤によると思われる異常な

変動は認めなかった。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH -SULTAMICILLIN

IN THE FIELD OF DERMATOLOGY

ICHIRO YANAGITA, MITSUKO NAKAGAWA and YASUO ASADA
Department of Dermatology, Kansai Medical University

Clinical effect of sultamicillin on eighteen cases of various cutaneous infectionsincluding 6 cases of furuncle, 8

cases of secondary infections, each one case of phlegmone, panaritium and carbuncle were studied. The results

were as follows. The clinical effects were excellent in 8 cases, moderate in 8 cases, fair in 2 cases.

Effective rate was 88.9%.

Side effect was transient diarrhea in one case. No abnormal laboratory findings were observed.


